（公表用）

岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年７月１０日～１２月２４日


２　事業者情報

	事業者名称：岩手県立療育センター育成部
（施設名）　
	種別：肢体不自由児施設

	代表者氏名：理事長 千葉　　弘

（管理者）　所長　嶋田　泉司
	開設年月日　　平成１９年４月１日

	設置主体：岩手県

経営主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団
	定員（利用人員）

　　　　　　　６０　名

	所在地：盛岡市手代森６－１０－６                  TEL ０１９－６２４－５１４１
FAX ０１９－６２４－５１４４


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○安全対策が整備されている

利用者の安全を確保するため、事業団、リスクマネジメントの推進の指針、療育センター実施要領、医療安全管理指針、防火管理規程等が整備され、これに基づき具体的な活動がなされている。また地域避難協力体制も確立されている。そのほか、医療安全対策委員会、施設委員会での事扱報告、ヒヤリハット事例報告などによる要因分析と対応策を検討されている。

◇ 改善が求められる点

○サービスの質の向上に向けた体制の強化　

　第三者評価の受審を機に担当者を設置し、看護等のセクション代表者による自己評価を行う体制をとったが、評価の検討や分析の取組体制は不十分である。

　自己評価による課題の抽出はある程度行うことができたが課題分析や課題に対する改善策、改善計画が立
案されていない。組織内に改善委員会を設置する予定があり、その組織的な取組に期待したい。


４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	平成18年度に契約制度に移行し、また平成19年度からは障がい児療育の中核機関としての役割を担うべく療育センターとして生まれ変わり、併せて施設経営については指定管理者制度が導入されました。このような中で、今回初めて福祉サービス第三者評価を受審しましたが、取り組んでいる福祉サービスの内容やその提供の方法はもとより、基本的な理念や方針の確認の重要性まで、的確な評価と助言をいただき、今後の方向性を示唆していただきました。

今回の評価結果については、しっかりと受け止めながら吟味し、今後の福祉サービスの充実に活かせるよ
うに必要な改善を進めながら、療育センターとしての役割を発揮し、肢体不自由児はもとより、重症児、発
達障がい児も含めた「障がい児」の中心機関として十分に機能できるよう努めていきたいと考えます。


５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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